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-元E獅子舞い (半過)

上半過地区で行われる恒例の「元旦読
し

子舞い」。同地区の青年団体「半過青年文

化会」ガ主体で、戦後中断してい疋もの

を、何年|まど前に復活させましだ。なか

でも獅子頭は、 130年近くの歴史を誇り

ζう11l:!tJ

ます。早朝、氏神の鴻薮神社を出発しだ

一行約何人は、地区内を練り歩きなガら

52軒を訪問。玄関先で笛や舞いなどを鍍

露し、無病患災を祈願する様子は、新年

の幕明けにふさわしいものです。 金さ
人口(12月1日現在) 120.310人(ー21)男〆58，766人(-12)女 61，544人(-9)世議 40，289(+211 ( i内は前月比

〈再生紙を使用しています〉



新
年
を
迎
え
て

来斤
し

ま
ち
づ
く
り
を

『、し

め
ざ
し
て

国新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
が
変
わ
り
、
高
速
交
通
網
関
連
の
趨
設
工

事
の
鎚
音
が
い
よ
い
よ
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

上
伝
越
自
動
車
道
、
で
は
太
郎
山
ト
ン
、
不
ル
(
仮

称
)
に
続
き
、
山
山
県
殿
地
区
、
て
神
川
橋
(
仮
称
)

工
事
が
着
手
さ
れ
、
北
陸
新
幹
線

L
事
も
斜
張

橋
と
な
る
第
二
千
曲
川
続
り
よ
う
に
着
て
の
ほ

か
、
丸
子
ト
ン
、
汗
ル
、
五
旦
ケ
架
ト
ン
、
不
ル
の

掘
削
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
市
中
央
部
で
は
、

J
R
上
聞
駅
に
お

け
る
在
来
信
越
線
線
路
の
移
設
工
事
が
進
む
な

ε、
余
市
で
本
格
的
な
建
設
の
幕
明
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一吉田
う
ま
で
も
な
く
、
新
幹
線
開
通
後
の
上
川

駅
は
上
問
市
や
小
県
郡
の
み
な
ら
ず
、
広
〈
更

速
交
通
網
整
備
な
ど

い
よ
い
よ
正
念
場
に

整都

に基

力の

全盤

備市

…
級
郎
、
埴
科
郡
や
東
筑
摩
郡
の

一
部
ま
で
巻
き

込
ん
だ
広
域
的
な
交
通
拠
点
と
し
て
位
置
付
〈

‘
』
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

在
来
信
越
線
上
川
駅
は
、
南
北
白
山
通
路
(
昨

年
三
月
完
成
)
を
柄
用
し
た
椅
よ
駅
の
方
向
が

打
ち
出
さ
れ
、
そ
の
建
設
に
つ
い
l

て
関
係
方
面

と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
わ
せ
て
上
山
駅
北
口
の
駅
前
再
開
発
、
駅

南
側
の
広
場

・
駐
車
場
整
備
、
都
市
計
画
道
路

の
整
備
な
ど
が
.
体
的
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
上
阿
駅
周
辺
は
都
市
機
能
の
集
約
に
よ

り
、
活
気
に
満
ち
た
市
民
の
集
い
の
場
と
な
っ

て
ゆ
く
『
』
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
都
市
づ
く
り
の
基
盤

t
し
て
の

高
速
交
通
網
や
上
回
篠
ノ
弁
パ
イ
バ
ス
、

上
問

環
状
道
路
な

E
の
関
連
道
路
網
整
備
は
、
い
よ

い
よ
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

固い
く
つ
か
の
調
査
に
よ
る
と
、
上
川
市
は
全

同
の
類
似
規
模
の
自
治
体
の
巾
で
、
住
み
良
さ

で
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
壊
の
も
と
、
今
年
は
女
性
の

社
会
的
地
位
向
上
守
目
指
し
た
火
性
行
動
計
画

の
本
格
的
な
推
進
、
そ
し
て
「
千
年
の
朕
史

t

文
化
念
体
験
で
き
る
ま
ち
」
を
柱
仁
市
民
が
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
学
ペ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
t
生
涯
学
習
基
本
構
想
も
最
終
報
化
門
書
が
提

出
さ
れ
、
策
定
も
間
近
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
計
岡
も
近
々

策
定
が
ず
定
さ
れ
、
市
民
生
活
を
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
す
る
た
め
の
方
策
も
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。

み
良
い
土
壌
の
も
と

各
種
施
策
進
め
ま
す

[2] 7 1. 広報うえだ5.

努近な歴史は文化から。

生涯学習で$きがい

のある人笠を

{主みよさを生かして、

より充実した市民生

活を



ヨ

週

.

と
期
待
織
り
込
ん
だ

国
臨
臨
第
3
次
基
本
構
想
へ

平
成
五
年
度
は
、
「
あ
た
た
か
い
心
の
ふ
れ
あ

う
ま
ち
」
を
目
標
に
進
め
て
き
た
第
-
-
次

k
川

市
長
期
基
本
格
恕
の
後
期
基
本
計
画
(山γ
成
J

・

年
度
1
同
じ
年
度
)
が
、
ち
ょ
う
ど
折
り
返
し

点
を
迎
え
ま
す
。

と
同
時
に
、
祈
し
い
地
峡
づ
く
り
伝
説
必
し
、

市
民
の
夢

t
期
待
を
織
り
込
ん
だ
第
占s.
次
の
上

‘h 

F 川
市
長
期
基
本
附
恕
づ
く
り
も
準
備
の
段
附
を

迎
え
て
い
ま
す
。

第
一二
次
基
本
構
想
づ
く
り
で
は
、
高
速
交
通

網
技
備
後
の
都
市
間
続
争
に
・
身
を
設
じ
る
上
川

市
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
化
、
国
際
化
、

的
判
化
な
ど
へ
の
対
応
に
加
え
、

{1-足
腰
の
強

い
必
業
の
育
成
、

-Z人
全
引
き
つ
け
る
例
性
的

文
化
土
壌
の
雌
成
、

3
ア
メ
ニ
テ
ィ
(
快
適
性
)

を
虫
悦
し
た
尽
境
へ
の
配
慮
な

E
の
ぷ
題
を
中

心
に
、
米
た
る
べ
き
.
.
卜
.
附
紀
へ
の
ピ
ジ
ヨ

ン
と
な
る
よ
う
万
向
付
け
を
阿
っ
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
今
年
は
農

-E
業
の
基
盤
整
備
、

一
般
廃
棄
物
故
終
処
分
場
の
挫
備
、
学
校
教
育

施
設
の
繋
備
、
公
共

.F
ぷ
道

・
農
業
集
信
排
水

が
業
の
建
設
促
進
、
福
祉
向
上
を
け
指
し
た
社

会
制
社
施
設
の
幣
姉
、
総
介
病
院
整
備
の
占
向

付
げ
な
ど
、
多
く
の
#
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

'現在約260メートル錨削が進む北陸新静線五皇ケ峯トンネルの内部

[3] 

u ;. 
t21世紀も間近。限りない創造と活力に満ちたまちを
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心
を
ひ
と
つ
に

。

恵
ま
れ
た
美
し
い
自
然
と
歴
史
的
風
土
に
培
わ
れ
な
が
ら
発

展
を
続
け
て
き
た
上
田
市
l

。
昭
和
五
十
四
年
、
上
田
市
は
市

制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
「
上
田
市
民
憲
章
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
わ
た
し
た
ち
の
心
の
道
し
る
べ
で
あ
り
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
こ
の
憲
章
を
、
よ
り
多
く
の
人
た

ち
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
ま
た
よ
り
幅
広
く
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
こ
れ
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
，
心
。
は
、

も
う
あ
な
た
の
周
り
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
機

に
、
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
ふ
く
ら
め
ば
・
:
。

市
民
生
活
に
生
き
る

よ
り
豊
か
な
、
心
の
ふ
れ

あ
う
住
み
よ
い
健
康
的
な
ま

ち
づ
く
り
は
、
市
民
共
通
の

願
い
で
す
。

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
み
ん

な
で
実
行
し
、
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
市
民

道
徳
。
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
合
め
、
限
り
な

い
郷
土
の
発
展
を
願
い
、
暮

ら
し
の
中
に
生
き
続
け
る
生

活
信
条
や
、
よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
道
し
る
べ
と
な
る

も
の
が
市
民
憲
章
で
す
。

上
田
市
民
怒
章
は
、
各
団

体
の
代
表
か
ら
成
る
同
窓
輩

制
定
委
員
会
が
慎
重
に
審
議

ぞ
重
ね
、
ま
た
広
く
市
民
の

声
を
取
り
入
れ
る
な
、
ど
し
て

起
草
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五

I繋ltのまち 1'.111-.千1111川の
ほtりに築かれた天下の1..(成
I:Ul械は11;民りシンボル

[4] 7 1. 広報うえだ5.
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〈
前
文
〉

上
岡
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上
回
城
に
象
徴
さ
れ

る
自
然
と
人
が
調
和
し
た
、
住
み
よ
い
乏
ち
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英
知
と
努
力
に
よ

り
、
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

〈
本
文
v

て
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い
な
水
と
空
気
を
守
り
、

緑
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

て
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養
を
高
め
、
豊
か
な
文
他

を
育
て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、
あ
た
た
か
い
心
が
ふ

れ
あ
う
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ほ
し
、
働
く
よ
ろ
と
び
を
大
切
に
し
て
、

活
気
に
み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広
く
世
界
に
自
を
向
け
た

明
る
い
ま
ち
に
し
ま
す
。

fl然ftかな千111リ11.こ

の川Q)おりなす ~;tl見(!
;t.'fM肢か弘・1111:して多
くの人々に 3'lll 、と!~}r.
をラえてきました IE 
IfII(!'突き H'，たY}がJC&
1i)'I\過 i'~t:'ll 0 

み

十
四
年
六
丹
市
議
会
で
「
市

木
・
市
花
」

t
tも
に
可
決
、

同
年
八
月

↑
日
制
定
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

ど
の
時
代
に
も
通
用

市
民
憲
章一
の
基
本
理
念
は

慾
法
、
教
育
基
本
法
、
上
岡

市
長
期
基
本
構
想
な

E
を
主

軸
に
据
え
ら
れ
、
市
民

一
人

ひ
と
り
が
参
加
す
る
生
活
信

粂
と
な
る
も
の

t
し
、
特
に

い
つ
の
時
代
仁
も
普
遍
的
で

市
民
の
暮
ら
し
の
中
に
生
き

る
生
活
規
範
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

前
文
と
五
項
目
か
ら
成
る

本
文
・
と
、
て
構
成
さ
れ
る
同
窓

裁
は
、
平
易
で
格
調
高
く
日

常
牛
活
の
な
か
で
実
践
し
や

す
い
、
』

t
な

E
に
配
越
し
て

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
文
で
は
、
誇
り
あ
る
歴
史

的
遺
産

t
美
し
い
自
然
に
恵

ま
れ
な
が
ら
、
住
み
よ
い
ま
ち

の
発
所
ゐ
志
願
う
も
の
で
す
。

(
本
文
に
つ
い
て
は
四
・
五
商
に
)

7 1. 広報うえだ5.[5] 
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4・緑あふれる美しい郷

土に感謝レ、これを後

世に受け継げるように

自
然
に
感
謝
し
、

き
れ
い
な

水
と
空
気
を
守
り
、

緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

〈

解

説

〉

一

な
い
怯
訓
の
心
を
抱
き
な
が

y
H然
保
越
と
時
境
保
全
L

一
ら
、
ニ
れ
を
大
切
に
守
り
行

を
拙
一
げ
、
慌
し
い
，
H
然
に
い以一

て
て
い
く
と
い
う
願
い
が
込

ま
れ
た
気
似
風
土
に
、
限
り
一
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
だ
を
き
た
え
、

。情操ゆたかな、文化

的で健康的な社会を目

指して

教
養
を

高
め
、

豊
か
な
文
化
を

育
て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

〈
解
説
〉

一
な
札
会
全
作
り
、
お
任
い
の

人
間
内
J

中
一
と
殺
行
主
化
一
人
枕
を
叩
市
一
し
介
一
つ
れ
A
M
帆
を

引け'川
上
」
と
し
て
、

殺
打
・
ぺ
一
打
て
る
こ
と
を
賄
う
ら
乃
で

主
化
の
向
上

t
Mり
、
他
出
一
十

〈
解
説
〉脳

社
社
会
の
実
削
引
を

掲
げ
て
お
り
、
位
康
て
川
る

い
京
庖
L

六
お
花
い
の
幸
せ

を
刷
い
、
あ
れ
人
た
か
く
、
ト

た
わ
り
の
心
か
辿
い
へ
川
・
7

削

Mm.
の
士
九
ふ
ろ
、
ゐ
刷
い
か

は
一
内
ら
れ
て
い
ま
す

人
々
の
善
意
f
T
Y

あ
た
だ
わ
り、、
iL¥ 
均〉

ふ
れ
あ

i
ま
ず
ヲ
い
い

-F未
来
に
伸
び
る
子
ど
も
、
幸
せ
な
老
後
、

健
や
か
で
希
望
の
持
て
る
ま
ち
に

[6] 7 1. 広報うえだ5.
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産
業
を
と
う
と
び
、

ニ
ぴ
を
大
切
に
し
て
、

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

働
活く
気 ょ
にろ

〈
解
説
〉

「罪
業
の
顕
興
」
と
し
て

産
業
が
発
展
し
、
勤
労
立
欲

が
わ
き
、
前
討
に
満
ち
た
創

造
性
の
あ
る
社
会
を
目
指
す

願
い
が
こ
こ
に
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

，
l
k
 

〈
解
説
〉

「
国
際
理
解
と
、
平
和
の

希
求
」
を
掲
げ
、
入
額
共
通

の
願
い
で
あ
る
平
和
・

自
由

と
、
世
界
じ
ゅ
う
の
人
た
ち

と
の
友
情
と
連
帯
を
深
め
、

世
界
の
中
の

B
本
と
し
て
の

国
際
性
の
心
を
育
て
た
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
札
て
い

ま
す
。

平
和
と
自
由
を
求
め
、
広
く

世
界
に
目
を
向
け
た

明
る
い
ま
ち
に
し
ま
す
。

気
時国際性の心を培い、

相互の敏愛と友情を深

められるように

7 1. 広報うえ芭'5.[7] 



成
人
お
め
で
と
う

い
つ
も
何
か
を
探
し
続
け
よ
う

成
人
を
迎
え
ら
れ
疋
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

夢
と
希
望
を
現
実
の
も
の
に
で
き
る
力
と
若
さ
は
、
あ
な
だ
が

た
の
特
権
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
の
大
人
と
し
て
の
責
任
も
つ

い
て
回
り
ま
す
。
社
会
の

一
員
と
し
て
の
、
新
し
い
人
生
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
じ
っ
く
り
と
自
分
自
身
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

わ
け
愛
、
献
血
。

社会の一員として、新しい人生のスタート

こ
こ
数
年
、
世
界
中
が
地
球
環
境

や
人
権
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
国

レ
ベ
ル
や
民
間
レ
ベ
ル
で
地
道
に
活

動
が
行
わ
れ
、
山
怒
章
を
作
成
し
た
り
、

将
来
を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
大
切
さ
を
訴
え
、
と

き
に
は
援
助
念
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
活
動
は
、
図
や
特
定
の
人
た

ち
だ
け
が
行
う
も
の

t
忠
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
同
じ
よ
う
な
普
意
の

行
動
が
あ
な
た
に
も
で
き
ま
す
。
そ

の

一
つ
が
献
血
で
す
。

献
血
に
は
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
、
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
、
さ

ら
に
血
液
中
の
血
紫
や
胤
小
板
と
い

っ
た
、
成
分
だ
け
を
採
取
す
る
成
分

献
血
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

中
か
ら
、
自
分
の
望
む
献
血
方
法
を

選
べ
ま
す
。
採
取
し
た
献
血
は
、
血

液
の
全
成
分
そ
も
つ
全
血
製
剤
、
赤

血
球
や
血
小
板
な
ど
成
分
ご
と
に
分

け
ら
れ
た
血
液
成
分
製
剤
、
血
紫
か

ら
特
定
の
タ
ン
パ
ク
質
を
取
り
出
し

た
血
紫
分
画
製
剤

t
大
き
く
三
つ
に

分
け
ら
れ
、
医
療
機
関
に
供
給
さ
れ

ま
す
。

全
血
製
剤
と
血
液
成
分
製
剤
は
、

園
内
の
献
血
で
賄
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
血
紫
分
画
製
剤
は
、
約

八
割
以
上
を
ま
だ
輸
入
に
頼
っ
て

い

ま
す
。
人
工
的
に
作
れ
な
い
臓
器
の

一
部
で
あ
る
血
液
を
、
商
品
の
よ
う

に
購
入
す
る
日
本
は
、
国
際
的
に
も

厳
し
く
批
判
を
受
け
る
立
場
に
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
一
日
も
早
く
、

す
べ
て
の
政
液
製
剤
を
国
内
の
献
胤

で
自
給
す
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い
る

の
で
す
。

一
九
九

一
年
の
献
血
者
は
約
八
百

七
万
人
、
全
人
口
の
六

・
六
%
で
し

た
。
は
た
ち
ぞ
迎
え
た
皆
さ
ん
、
あ

な
た
の
愛
を
行
動
に
移
し
て
く
だ
さ

い
。
献
血
は
、
人
の
命
を
救
う
尊
い

行
為
な
の
で
す
か
ら
・・
・・・・
。
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善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
偏
東
郷
堂
様
地
下
式
消
火
栓
一
基

マ
岩
清
水
農
産
物
直
売
所
一
同
様

五
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
金
沢
徳
喜
様

三

万

円

社

会

福

祉

基

金

積
立
金
と
し
て

マ
匿
名

百
万
円
市
政
に
役
立
て
る
た
め

マ
側
東
特
上
田
販
売
唐
様

院
に

1. 広報うえだ5.

十
万
円

乳
児

(十

一
月
六
日
1
十
二
月
四
日
受
付
介
)

地
域
振
興
に
役
立
て
て

1
上
田
信
金
様
が
一
千
万
円

l

こ
の
ほ
ど
、
上
回
信
用
金
庫
様
か
ら
、
間

金
庫
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し

て
、
一
千
万
同
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
で
は
、
こ

の
寄
付
金
を
上
田
市
の
地
域

振
興
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

進
学
な
E
の
資
金
に

「
国
の
教
育
ロ

1
ン」

マ
対
象

高
校
・大
学
・

短
大

・
各
種

学
校
な
ど
に
進
学

・
在
学
す
る
本
人
ま
た

は
保
護
者

マ
融
資
額

一
人
百
五
十
万

円

以

内

マ

返
済
期
間

高
校
・
短
大

・

各
種
学
校
な
ど
は
瓦
年
以
内
、
大
学

・
高

専
な

E
は
六
年
以
内

マ
利
率

年
五

・

七

%

マ

問

い
合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫

長
野
支
山
崎
(
長
野
市
三
輪
田
町

一
二
九

一
・

8
0
2
6
2
@
2
1
4
1
)
 



ま
ち
づ
く
り

学
生
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か

ら

の

暮
ら
し
を
守
り

保
証
す
る

パ
ー
ト
ナ

ー
な
ら

国
氏
年
金

あ
な
た
の
価
値
あ
る
一
一
票
を

国
づ
く
り
に

内安
京

司
」の資

品
凶
A

一
清
明

一
枇

住

一
金
形

一
回
既

1>受付期間 5年 3月19日幽 1>申 l
i込資格 財形貯苓(一般財形貯務 ・財 i
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:る人 1>融資額 財形l!?帯桟高の101昔、 正i最高4，0附門まで b返済期間 新築 h

木造住宅の場令・・・ 2511~ 1>問い合わせ

! 住宅金融公庫北関東支府サービスキ11 1 

j談室伽7糊 656)へ ! 

@ 

時世

井
の
巻

城
下
の
水
源
「
常
国
堰
」

神川と平行して流れる常国堰(取水口近く)

真
田
氏
が
領
有
し
て
い
た
頃
の
笹
井
は
、
篠

井
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
笹
井
村

と
な
る
の
は
上
回
城
主
が
仙
石
氏
に
な
っ
て
か

ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
古
い
村
名
を

と
ど
め
て
い
る
の
は
篠
井
神
社

(
も
と
諏
訪
社
)

で、

小
字
篠
井
久
保
に
あ
り
ま
す
。

ト

神
川
沿
い
の
篠
井
久
保
地
籍
に
は
常
田
隈
の

取
水
口
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

常
田
版
は
神
科
台
地
の
水
田
を
制
し
、
国
分
、

今
，

A
4
・‘

踏
入
、
常
国
な
ど
の
田
畑
を
漉
慨
し
な
が
ら
、

新
屋
根
、
笹
井
染
屋
川
収
な
ど
を
合
流
し
て
蛭
沢

川
と
な
り
、
上
田
城
下
町
の
用
水
や
城
の
堀
水

と
な
る
な
ど
、
き
わ
め
て
重
要
な
服
で
し
た
。

つ
ま
リ
笹
井
は
上
聞
の
大
切
な
水
源
の
村
で
も

あ
っ
た
の
で
す
。

常
国
恨
の
普
請
に
は
鎌
原
、
西
脇
、
新
町
、

生
塚
、
諏
訪
部
、
秋
初
、
上
塩
尻
、
堀
、
国
分
、

黒
坪
、
上
沢
、
踏
入
、
A
U

巾
回
な
ど
の
村
々
の
ほ

か
に
梅
野
町
、
原
町
か
ら
も
人
足
を
出
し
て
お

り
、
こ
れ
を
み
ま
し
て
も
上
回
城
下
に
と
っ
て

こ
の
服
が
ど
ん
な
に
京
要
で
あ
っ
た
か
が
わ
か

リ
ま
す
。

か
い
宅

な
お
、
常
田
川
嶋
の
閥
綜
一
は
上
回
築
城
よ
り
遥

か
に
古
く
、
「中
世
以
前
か
ら
、
条
盟
的
遺
構
の

方
格
制
の
地
割
線
上
に
沿
っ
て
開
撃
さ
れ
て
い

た」

(『
上
田
小
県
誌
』
)
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す

笹
井
か
ら
神
川
を
渡
る
地
点
に
架
け
ら
れ
た

境
僑
は
、
祢
注
街
道
に
属
す
る
橋
で
す
が
明
治

め
初
期
ま
で
は
神
川
橋
と
呼
ば
れ
、
隣
村
の
林

之
郷
な
ど
と
何
度
も
架
け
替
え
工
事
を
し
て
お

り
ま
す
。
明
治
十
四
年
に
は
そ
の
名
を
栄
怖
と

改
め
そ
の
後
、
境
橋
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

笹
井
を
続
出
す
る
祢
津
街
道
は
占
く
か
ら
あ
り

ま
し
た
が
、
明
治
三
十
三
年
に
郎
道
と
し
て
改

修
工
卓
が
行
わ
れ
、
道
幅
も
広
く
繋
備
さ
れ
ま

し
た
。

明
治
七
年
、
大
小
区
制
が
実
施
さ
れ
、
そ
の

第
三
小
区
(
範
囲
は
旧
古
里
村
と
国
分
村
の

一

部
。
約
四
七

O
粁
)
の
扱
所

(役
場
)
が
笹
井

の
三
十
八
番
郷
合
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
岩
門
、

野
竹
、
笹
井
合
同
の
公
立
小
学
進
修
学
校
も
笹

井
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
行
政
や

教
育
の
中
心
地
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
し

た
。

図内
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印
鑑
、
数
味
な
ど
の
版
先
や
怖
と
つ
サ

ー
ビ
ス
に
附
す
る
tu
の
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す

。
事
例
1

突
然
J
問
さ
れ
叫
れ
判
断
と

巡
妙
鑑
定
を
し
、
れ
山
の
州
数
が
よ
く
な

い
。

印
鑑
を
作
れ
ば
巡
勢
が
よ
く
な
る
」

と
合
わ
れ
印
鑑
セ
ブ
ト
を
附
入
し
て
し
ま

t

た
。
事
例
2

訪
問
し
た
叫
夕
刊
判
断
L
L

に
誘

わ
れ
、
出
か
け
た
と
こ
ろ
家
系
図
を
汗
か

き
れ
「
家
系
に
大
き
な
ん
八
が
あ
い
て
い
る
、

そ
の
穴
を
煙
め
て
阻
先
の
供
養
を
す
る
た

め
に
祈
と
う
が
必
要
」
と
言
わ
れ
、
高
額

な
祈
ー
と
う
料
を
£
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

。
事
例
3

チ
ど
も
が
投
校
恒
不
刊
で
制
ん

で
お
り
、
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
凡

て
相
設
に
出
向
い
た
鍛
定
料
の
ほ
か
に

「
浪
附
を
迫
い
払
え
ば
川
け
か
・
り
変
わ
る
」

と
行
わ
れ
祈
と
う
料
を
い
え
払
勺
た
が
、

f

ど
む
の
隙
，

f
L変
わ
ら
ず
だ
ま
さ
れ
た
と

忠、ヲ勧
誘
さ
れ
た
と
き
は
そ
の
場

で
の
巾

し

込
み
は
避
け
、
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
も
の

か
、
ま
た
価
特
は
妥
当
な
J
U
の
で
あ
る
か

き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気
を

「
開
運
商
法
」
の
ト
ラ
ブ
ル

を
京
峡
な
ど
と
般
討
し
、
仙
川
市
一
に
刈
応
す

る
こ
と
か
大
切
で
す
。

ま
た
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
ン
な
ど
を
は
て
、
悩
み
ニ
と
を
削

減

す

る

た

け

と

思

て

行

っ
て

L
、
利
減

の
ほ
か
に
祈
と
う
、
供
長
な
ど
を
す
れ
ば

い
川
飢
な
料
金
を
要
ボ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す納

得
て
き
な
け
れ
ば
，
の
討
を
持
「
て
断

る
ニ
レ
か
大
切
で
す
い
勺
た
ん
料
金
を

支
払

A

て
し
ま
う
と
、
返
金
を
要
求
し
て

も
応
し
な
い
場
合
か
多
い
の
で
注
意
が
必

要
で
す
の
悩
み
ギ
の
相
談
は
、
病
気
の
二

と
な
ら
医
療
機
関
に
、
教
育
関
係
の
こ
と

な
ら
教
育
機
関
に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

機
関
に
相
談
す
る
の
が
適
切
で
す

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
用
境
諜
{
内
線
1

3
9
0
 

一
不
用
ロ
回
に
な
つ
だ
も
の
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⑦ウソ/寝不足の証拠⑧*ント/眠気ざましにもってとい包趨..朝のあくびは脳の働きを活発にする?

利
用
し
て
検
診
・
相
談

新
し
い
年
を
迎
え
、
こ
の
一
年

間
健
康
で
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
健
康
を
{
寸
る
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
。

h
三

市
て
は
、

①
健
康
m
M
m②
病
気

i

の
早
期
発
見
と
重
症
化
防
止
③
飽

肢
づ
く
り
の
而
で
次
の
事
業
金
実
純
し
て

い
、
ま
す
。

師
丹
市
内
名
地
似
の
公
民
飴
な
、
ど
で
保

健
川
町
に
よ
る
健
康
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
取
測

定
、
臨
一
比
測
主
管
し
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
問
卜
歳
以
上
の
人
に
は
健
康
手
帳

を
ぷ
し
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
先
の
保
険
組
合
か
・
勺
補
助

令
等
の
な
い
場
介
は
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金

制
度
も
あ
り
ま
す
。
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

Q 各
種
検
診
で
成
人
病
予
防
を

死
亡
原
川
の
-
一f
一分
の
て
を
い
山
め
る
が
八
、

脳
学
中
、
心
臓
病

f
防
の
た
め
に
作
時
検L 

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

胃
検
診
今一
卜
・
九
段
以
上
)
、
乳
房
検
診

(一一
卜
歳
以
し
し
て
大
腸
検
診

・
肺
が
ん
検

診

・
基
本
健
康
診
査
(
問
卜
放
以
上
)
が

め
り
、
同
午
一
-川
に
向
日
治
会
を
通
し
て
-

川
巾
・
し
込
み
を
と
り
ま
す
。
削
指
先
な
ど

で
受
け
る
機
会
の
な
い
、
人
は
ト
昨
年

-mし
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
子
宮
が
ん
検
診
(
:
一卜
ぷ
以
上
)

は
山
内
の
政
財
人
科
医
院
で
い

つ
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

医
師
等
に
よ
る
健
康
教
室
も

続
た
き
り
咋
の
お
セ
に
は
鉱
川
保
健
婦

ま
た
は
五
竹
越
い
仰
が
家
庭
訪
問
す
る
訪
問
指

導
が
あ
り
ま
す
。
行
設
の
十刀
法
、
介
越
の

援
助
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒

中
後
退
続
手
で
身
体
仁
川
州
市
古
が
あ
り
、
リ

ハ
ビ
リ
の
必
要
な
人
に
は
機
能
訓
練
事
業

も
あ
り
ま
す
。

医
州
、
前
科
.
以
師
、
薬
剤
師
、
栄
誌
上
、

体
育
桁
導
委
円
以
に
よ
る
健
康
教
室
は
れ
治

会
や
グ
ル
ー
プ
の
詰
切
に
よ
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
を
支
え
る
家
族
の
会
、

痴
ほ
う
性
老
人
を
支
え
る
家
族
の
会
、
乳

房
手
術
経
験
者
の
会
は
川
じ
悩
み
や
や
け
し

み
そ
も
勺
仲
間
川
志
の
話
し
合
い
¥
励
ま

し
合
う
場
と
な

っ
て

い
、
ま
す
。

マ
保
健
予
防
諜
(
内
線

1
3
7
4
)

名札のない荷物…...........松本清張
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夏の終りに…・……ー…阿久悠

総の中のぼくの村・…・…・・ .a島征三

エリツインの選択…
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聞き蜜きみちのく殿人衆・・・野添憲治

病から古代を解く一 一一一模佐知子
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新着
生

hU1マ
ノ
・女
性
♂
え
ヲ

生
活
に
根
ず
、
!
た
「
視
点
」

現
配
、
イ
ン
テ
リ
ア

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

!
と
い
う
仕
が
を
し
て
い
ま
す
が
、
設
立
の

と
き
同
聞
か
ら
、
「
無
埋
だ
か
ら
、
や
め
た
・
何

・・・
」
と一
一
討
う
芦
を
た
く
き
ん
耳
に
し
ま
し
た

で
も
、

何
レ
ア
か
今
日
ま
で
続
け
て

こ
れ
た

の
は
、
営
業
的
動
に
し
て
も
、
女
性
の
日
か

ら
の
発
恕
や
杭
服
か
社
会
に
求
灼
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
ま
た
、

「
や
れ
ば

で
き
る
」
と
い
う
向
討
ら
も
て
ま
し
た
や

は
り
、
男
性
、
女
性
と
い
う
り
日
か
で
見
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
J
U
つ
能
力
や
例
性

な
ど
を
お
瓦
い
認
め
介

っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

わ
た
し
た
ち

の
作
事
は
、
住
吉
の
新
築
や

用
改
築
の
と
き
、
間
取
り
に
つ
い
て
の
相
談

か
ら
色
や
村
町
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

羽
田
靖
子
さ
ん

(
認
歳
・築
地
)

し
て
い

く

こ
と
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
生
活
に
密
杭
し
て
い
る
女
性
の
ほ
う
が
男

性
よ
リ
ち
向
い
て
い
る
の
で
は
、
と
思
い
ま

す
〈
特
に
ん
か
・
妊
に
入

勺
た
人
や
子
育
て
の
経

験

の
あ
る
人
は
、
生
活
に
恨
ざ
し
た
細
か
い

悦
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
の
て
、

も

っ
E

女
性
に
期
待
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
川

③ (?C宣言)
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お知らせア・弓・かしト

ルールに基づき
一人ひとり実行
(第3回ごみ問題講演会から )

十
一
月
二
十
二
日
、
中
央
公
民

館
で
、
「
ご
み
問
題
講
演
会
」
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
三
回
目
を

数
え
る
と
の
講
演
会
、
今
回
は
「
市

民
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
題
し
て
、

東
京
都
目
黒
区
役
所
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
長
の
白
鳥
千
恵
子
さ
ん
を

招
き
ま
し
た
。
上
田
と
は
異
っ
た
、

大
都
市
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
取
り
組
み
な
ど
を
交
じ
え
た
講

話
の
中
か
ら
、
そ
の
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

こ
み
の
出
し
む
に
勺
い
て
で
す
か
、

ご
み
を
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た
だ

い
て
、
い
く
ら
資
源
化
し
で
も
、
市

民
に
芯
識
は
伝
わ
ら
な
い
と
思
い
ま

す
こ
み
は
、
や
っ
ぱ
り
ご
み
で
す

で
す
か
ら
わ
た
し
は
、
出
す
人
が
分

け
る
と
い
う
「
排
出
者
分
別
」
を
原

則
に
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
で
合
意
さ
れ
る
ル
ー

ル
を
作
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。
目
黒
区
で
は
そ
れ
を
作

っ
た
ん
で
す
。
「
こ
れ
だ
け
の
分
煩
は

自
分
た
ち
で
し
ま
す
。
に
だ
し
、
そ
れ

合数値を用いて熱心に講演する白鳥さん

じ司 令出す人が分ける「排出者分男IJJを

以
外
は
行
政
が
や
り
な
さ
い
」
と
い

う
ル

l
ル
を
上
回
市
て
ら
や
は
り
、

そ
れ
は
や
っ
た
万
が
い
い
の
て
は
な

い
か
と
思
い
ま
す

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は

「合
引
的

な
暮
ら
し
」
を
す
る
こ
と
で
物
を
減

ら
せ
る
近
が
、
そ
し
て
も
う
一
つ
ご

み
を
減
ら
す
芯
法
は
、
使
っ
た
あ
と

は
仕
万
な
い
の
で
「
再
利
用
」
す
る

こ
・
主
で
す
の
ど
う
し
て
も
ご
み
に
し

か
な
ら
な
い
も
の
は
ご
み
に
し
て
い

い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
資
源
と

し
て
使
え
る
も
の
が
あ
れ
ば
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
.

こ
れ
は
物
を
位
、
つ
人
間

で
あ
れ
ば
、
当
然
の
行
動
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、

具
体
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
の
て
し
よ
う
か

川
月
か
ら
は
問
分
別
に

ま
す
「
分
別
回
収
」

分
別
に
も
い

ろ
い
ろ
な
卜刀
法
が
あ
り
ま
す
。
東
京

で
も
今
、
二
つ
め
灰
て
実
験
を
始
め

ま
し
た
今
ま
で
東
京
で
は
、
「
燃
え

る
」
「
燃
え
な
い
」
の
区
別
だ
け
で
、

全
て
出
し
て
い
い
町
て
し
た
-
ル
比
む

方
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
楽
な

町
は
な
か

っ
た
わ
け
で
す
。
と
ニ
ろ

が
A
ー
で
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
タ
ン

ポ
|
ル
、
瓶
(
阿
色
}、
加
{
ア
ル
ミ

と
ス
チ
ー
ル
は
い
っ
し
ょ
)
、
フ
ラ
ス

チ
y

ク
系
の
不
燃
物
、
そ
の
ほ
か
に

厨
介
類
の
可
燃
物
の
十
分
別
を
し
て

い
ま
す
内
出
す
と
き
に
、
出
す
人
が

ル
l
ル
に
従
ゥ
て
品
分
け
る
ん
で
す

制
約
少
な
い
拠
点
回
収

次
に
「
拠
点
回
収
L

が
あ
り
ま
す
e

回
収
す
る
拠
点
に
持
っ
て
行
け
ば
、

そ
こ
で
集
め
て
も
ら
え
る
と
い
う
や

り
行
で
す
。
目
黒
区
で
は
、
区
内
に

ア
ル
ミ
情
を
預
っ
て
く
れ
る
場
所
や
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
ボ
y
ク
ス
が
八

十
か
所
は
ど
あ
り
ま
す
む可
決
め
ら
れ

た
場
所
に
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
」

で
出
す
と
い
う
も
の
で
す
分
別
回

[12] 7 1. 広報うえだ5.



お知らせア・弓・カルトご
め
い
編
を

お
祈
り
し
ま
す

〈
竹
月
届
け
出
分
・
叡
瓢
略
〉

丸

山

秀

吉

神

畑

お

飯

島

ふ

み

子

川

辺

町

筋

組
松
博
一
郎
下
紺
屋

町

的

川

名

兵

蔵

大

屋

乃

恵

下

も

と

子

久

保

林

η

飯

島

袈

裟

治

千

曲

町

白

柳

沢

け

さ

上

紺

屋

町

内

約
が
あ
リ
ま
せ
ん
。

収
は
「
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、
決
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
で
、
決
め
ら
れ
た
臼

に
、
決
め
ら
れ
た
時
間
」
に
出
す
と

い
う
制
約
が
あ
り
ま
す
。
拠
点
回
収

の
場
合
は
、

時
間
的
に
は
さ
ほ
ど
制

グ
ル
ー
プ
の
集
め
方
て

も
う
一
つ
は

「
集
団
回
収
」
が
あ

リ
ま
す
。

こ
れ
は

「
資
源
回
収
」
と

-白鳥千恵子さん

公務員。東京都目黒区役所勤務。同区役所

区民昔日区民諜リサイクル推進係長。昭和63

年度から専任となり、リサイクルの推進に。

「神話」 に近いといわれる大都市でのごみ

の分別収集の実現に向け、住民・業者・行政

の三位一体で、実施の可能a性を模索。

工

藤

タ

キ

奈

良

尾

町

神

崎

晴

之

伊

勢

山

的

小
林
清

一

仁

古

田

的

竹

花

芳

子

石

神

内

堀

内

育

英

千

曲

町

0

竹

内

正

人

上

沢

田

小
品
喜
惣
治
上
川
原
柳
町
九

小
松
正

己

下

本

郷

九

西

沢

美

子

上

室

賀

乃

鵜

飼

信

一

間

η

柳

沢

は

る

じ

赤

根

内

大

矢

潔

子

大

久

保

刈

符
之
上
寅

一

梅

が

丘

飢

岡
崎
守
雄

御

所

前

細

谷

金

井

長

島

部

風
聞
き
み
よ

中
常
田

荒

井

美

喜

学

海

南

加
藤
日
子

下

吉

田

小
森
つ
ね
よ
・
中
吉
田

南
波
た
つ
い
下
室
町

山
極
正

行

塩

田

新

聞

国

主

な

つ

御

所

山

崎

保

喜

山

口

細
田
啓
子
下
紺
屋
町

山

岸

喜

助

久

保

林

吉

田

信

義

原

町

念

品

文

寿

長

品

松

閤

君

代

桜

台

泉

名

踏

入

長

沢

一

允

吉

中

組

65 69 71 71 79 76 19 72 88 76 62 80 72 86 93 

西
沢
謙
治

金
井
定
治

渋
谷
あ
き

宮

崎

陛

塩
入
袈
裟
己

問
中
・初
忠

秋
山
作
治

中
川
ま
さ
よ

篠
原
定
雄

竹
村

一・十次

長
ホ
仏
下
一

2
4
a
q
"
r
u
k
 

田
沢
芳
徳

前
沢
敬
司

細
川
正
義

塩
崎
知
義

か
「
廃
岡
山
回
収
」
な
ど
と
い
う
名
前

で
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

地

域
の
人
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
ル
ー
ル
に
合
っ
た

資
源
の
集
め
方
を
し
て
、
集
め
た
も

の
を
ク
ル
!
ブ
の
人
た
ち
が
業
者
に

売
っ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
す
。

こ
こ
に
は
行
政
が
全
く
関
与
し
な
い

と
思
い
ま
す
。

「
も
の
」
と
し
て
再
利
用

大
き
く
分
け
る
と
、

「
資
源
」
と
し

て
再
利
川
す
る
方
法
は
「
分
別
回
収
」
、

「
拠
点
回
収
」
、
「
集
団
回
収
」
の
三
つ

が
あ
り
ま
す

F

そ
し
て
も
う

一
つ

、

資
源
と
し
て
.舟
利
用
す
る
の
で
は
な

く
、
「
も
の
」
を
寸
も
の
」
と
し
て
も

合

升

踏

入
五

加

小

泉

奈
良
尾

れ
N
~

b
l
u

-e
，
寸
寸

北
大
手

長

入
川
辺
町

踏

入

長

島
下
塩
尻

諏
訪
形

諏
訪
形

畑

山

う
一
度
再
利
用
す
る
ト
刀
法
が
あ
り
ま

す
。
「
背
空
市
」
と
か

「
フ
リ

l
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
東
京
で

は
と
て
も
活
発
で
す
。
家
庭
に
あ
る

い
ら
な
い
も
の
を
公
聞
な
ど
に
持
ち

寄
っ
て
屈
を
出
し
、
欲
し
い
人
に
売

り
ま
す
。
売
上
金
は
そ
の
日
の
夕
食

代
に
す
る
と
か
・
:
。

こ
の
よ
う
な
こ

と
も
ひ
じ
よ
う
に
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

川
取
後
に
、
生
活
や
市
民
の
顔
だ
け

で
な
く
、
全
て
の
顔
を
よ
く
理
解
し

て
、
同
じ
生
前
者
の
中
で
納
得
で
き

る
よ
う
な
ル
ー
ル
を
、
行
政
側
に
教

え
て
い
ヮ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

い
い
地
域
の
ル
ー
ル
を
作
勺
て
、
一

人
ひ
と
リ
が
守
っ
て
い
く
よ
う
に
・:。

84 78 74 68 73 88 81 77 82 59 87 93 65 82 68 

岩

間

す

み

踏

入

計

前

向

正

俊

八

木

沢

乃

手

塚

操

間

的

出

高
木
タ
ツ
緑
が
丘
北
川
山

村
岡
才

一

福

田

制

広

瀬

み

つ

弁

中

常

田

引

塚

田

邦

子

長

'
U
M

赤

羽

泰

四

郎

大

湯

行

機

関

ま

つ

え

五

加

例

記

井

勉

金

井

加

平

田

義

俊

下

之

郷

花

秋
南
克
三
上
川
原
柳
町

m
M

永

井

健

司

築

地

初

白

人

丈

夫

合

升

日

布
施
幸
市
郎
緑
が
丘
北

九

館

正

維

築

地

門

川

金

田

卯

有

川

辺

町

竹

川

小
坂
井
三

男

東

前

山

花

村

山

訓

保

下

之

郷

市

沌

之

入

尋

一

秋

和

mu

伊

藤

進

蛇

沢

η

瀬

在

奈

緒

美

神

畑

6

矢

品

正

千

大

臣

別

お

崎

な

を

い

小

泉

引

安

藤

と

ら

よ

小

品

市

長
田
怯
也
み
す
ず
台
北

9

高

沢

君

チ

川

辺

町

弘

宮

下

栄

一

下

一

同

山

乃

酒

井

ミ

ヨ

シ

踏

入

内

引A
吋

a'
7 1. 広報うえだS.



'心サι，ウーでこ".:;)

瓦ぽのための洋画教室
1>と !f 2月から 6月までの木織田 (2J'H日 .25日、

3月4日・ 18目、 4月8日・ 22目、5月6日・ 20日、6月

10日・24日)時間は午後 l時-3時30分1>費用 絵の具 ・

モデル料などの実質 1>申し込み |月20日嗣までに働〈

婦人の家(倉 台 29 8 8 )へ。 1>講師米j幸福祐喜ん

.r圏主主教室J まだ余俗があります

1>とき l月21日・ 28目、 2月4日 (いすれも木曜日・

午後 6時30分-811寺) 1>講師増田孝雄さん b 申し込

み l月13日休jまでに働く婦人の家まで。

人
間
ド
ヴ
ワ
受
診
者

に
補
助
金
が
出
ま
守

マ
対
象

三
十
五
歳
以
上
の
市
民

で
、
次
の
い
す
れ
か
に
当
て
は
ま
る

人
。
①
国
保
加
入
者
②
国
保
以
外
の

保
険
加
入
者
で
助
成
制
肢
を
受
け
ら

れ
な
い
人
③
国
保
以
外
の
保
険
加
入

者
で
助
成
制
度
が
あ
っ
て
も
市
の
助

成
よ
り
も
下
回
る
給
付
を
受
け
て
い

る
人

マ
補
助
額

一
泊
二
日
ド

ッ

ク

l
一
万
五
千
円
、
半
日
ド

ヅ
ク
ー

七
千
五
百
向

マ
申
請
に
必
要
な
も

の

検
査
官
用
領
収
書
、
保
険
証
、

印
鑑
、

口
座
番
号
の
わ
か
る
む
の

マ
そ
の
他

長

野

健

康

セ

ン
タ
ー
で

の
検
査
は
、
こ
の
補
助
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
検
査
を
受
け
る
前
に
阪

地
予
防
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

同
保
年
金
制
部
(
内

線

1
3
6
7
)、
保
健
予
防
線

(内
線

1
3
7
3
)
 I娯jj(;:

f:::道出込

-
成
人
迎
え
た
ら
検
察

圃
審
査
会
に
ご
協
力
を

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
成

人
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
権
利
が

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
選
挙
権
の
ほ
か

に
検
察
務
木
町
会
の
審
査

H
に
選
ぱ
札

る
資
格
を
持
つ
、
}
と
に
な
リ
ま
す
。

検
察
審
在
金
制
度
は
、
検
察
宵
の

仕
い
や
に
倒
民
の
上
一
一刊
を
反
映
さ
せ
よ
う

と
い
う
目
的
で
で
き
た
む
の
で
す

例
え
ば
、
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
特
集
や
検
察

庁
に
訴
、
え
た
の
に
、
検
祭
{R
が
そ
の

い
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

こ
の

よ
う
な
場
合
に
、
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
に
不
服
の
あ
る
人
の
申
し
立
て

を
受
け
て
、
事
件
を
調
べ
直
し
、
検

抗
日
仕
刊
の
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
丘
す

る
の
が
、
こ
の
制
度
な
の
で
す
。
検

察
事
査
会
は
、
選
挙
人
名
簿
の
ゆ
・
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の

審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
の

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
選
ば
れ
た
と
き
は
進

ん
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

よ
回
検
察
審
査
会

(
長
野
地
万
故
判
所
上
回
支
部
内

1

中
央
回
二
|
三
|
三

・
宮
⑫

0
0
0

3
)
 

選ばれたら進んでご協力を

l
l」

一

1
1
1
0
 

規制時間

1用7日開

午後11袴

T月8日樹

午後4跨

信濃国分寺周辺突通規制図

岩門

~ 

問幽11]1四回
|11I11胆) I 

1月7日附.8日閣

に、信濃国分寺で「八

日堂縁日」が開かれま

す。乙の2日間、周辺

の道路は右図のとおり

突通規制が行われます

ので、ご注意ください。

3t通規制

行われます

q月フ日・8日

[14] 7 1. 

上田市観光協会(観光課内・内線1422)

広報うえだ5.

-問い合わせ
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~r仏工必1'"'pe
肥満が気になる人の教室日程表

回 日 時 内 廿'*' 

I@ |月20日嗣午前 話し合いなど

2回 |月27日附午前 健康診断

3回 2月3日嗣午後 生活習慣・歩き方

4図 2月17臼附午後 医師の話など

5回 2月初日附午前 調理実習など

6回 3月2日{刈午前 誘 話

太りぎみが気に怠るあなた・..

楽 I<やセf)“トワトワ教室"
ふだんから体重ガ気になる、で

もやせられない入、つい食べてし

まう人。「太りぎみJ11気になる皆

さん、みんなで考えてみませんか。

1>と き f月20日附-3月2日

ω(6回) 1>ところ 農村環境改

善センター〈芳田1261-2) 1>問
い合わせ 1月16自由までに保健

予防課(内線 オ376)ヘ。

圃
「
上
小
学
校
給
食
展
」

圃
お
お
ぜ
い
ν
め
参
加
を

マ
と
き

一
月
十
六
日

ω・
十
七

日
側
午
前
十
時

i
午
後
五
時

(
十
七

日
は
午
後
四
時
ま
で
)

マ
と
こ
ろ

ジ
ャ
ス

コ
ほ
て
い

や
上
国
府
二
階

催
事
場

マ
内
容

学
校
給
食
の
願

い
と
実
態
、
人
形
劇、

学
校
給
食
の

試
食
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

学
校

教
育
課
(
内
線

1
7
1
5
)

圃
『
不
況
対
策
資
金
』
を

圃
ご
利
用
く
だ
今
、
ν
f

マ
対
象

紋

近
三
か
月
の
売
上
高

が
前
年
同
期
比
で
十

r以
上
減
少
し

て
い
る
商
工
業
者
の
か
た

マ
融
資

限
度

六
百
万
円

マ
利
率

年
間
・

|市民会館 ~IJlæ 】|

八
れ

マ
返
済
期
間

五
年
以
内
(附耐

え
置
き
一
年
以
内
)

マ
そ
の
他

市
の
制
度
資
金
の
、
既
存
偵
務
の
借

り
換
え
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

マ

問
い
合
わ
せ

商
工
諜

(内
線

1
4

0
3
}
 

園
入
札
(
見
積
)
参
加
願

・2月
か
ら
受
付
開
始

平
成
五
年
度

・
六
年
度
に
、
市
が

購
入
す
る
物
品
の
入
札

・
見
航
り
に

参
加
希
望
の
か
た
は
「
入
札
(見
制
)

参
加
願
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

二
月
一
白
川

1
三

月
一
日
仰

マ
そ
の
他

指
定
用
紙

は
一
月
か
ら
管
財
課
で
お
渡
し
し
ま

す
。

マ
提
出

・
問
い
合
わ
せ

管

財
課
(
内
線

1
2
6
4
・
1
2
6
5
)

月日 催 し 時間 入場方法 問い合わせ

15平成 5年成人式 13: 30 関係者 青少年談

{俗

17 
平成 5 ~手消防出初め式 13: 00 無 料

消防本部

(日) ⑬ 0119 

29 俳優座公演 上 回

巨樹 「気で病£・男J
18:30 会員券 市民劇場

③9697 

30 13: 15 
位)

ノ/ 1/ 1/ 

18: 30 

|文 化会館 P.ifjjln:Ill】|

l スタジオ JOY 大人 スタ ジオ

17 ダンシングコンサート
18:30 JOY 

(8) 1，000円 電子5628

23 
上小中学校合唱交歓会

一中ー大沢

はj
13: 30 無 料

③0650 

24第 3図上回女子短期大学 上回女子

刷 新春コンサー ト
14: 00 無 料 短期大学

⑨2352 

幸良

恩

寮

六
十
五
成
以
上
で
身
体
、精
神、

部
境
お
よ
び
経
抗
的
な
理
由
に
よ

っ
て
、
自
宅
で
養
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
を
対
集
と
す
る

施
設
で
す
。

入
寮
者
は
生
き
が
い
活
動
と
し

て
、
民
踊、

詩
吟
、
音
楽
な
ど
八

つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
活
発
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

定
員
は
一
白
人
で
、
入
山
訳
者
は
所

持
に
応
じ
て
抗
聞
を
負
相
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

-
入
寮
申
込

向
齢
者
一
組
祉
課
(
宮

⑫
4
1
0
0
内
線

1
6
2
2
)
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-
問

い
合
わ
せ

報
患
安

1
上
回

市
大
字
上
田
原
一

O
五

O
(合
升
)・

2
⑫
0
8
8
2
 

¥
j
ノ

・
愚
近
は
家
の
庭
先
で
「
に
わ
と
り
」

集

記
J

を
あ
ま
り
売
か
け
な
く
な
っ
た
。『首

編

後

」
は
、
に
わ
と
り
の
酬
明
き
声
で
自
が
覚

/
¥

め
た
も
ん
だ
」
と
い
う
話
も
よ
く
耳

に
し
た
。
『
に
わ
と
り
』と
い
え
ば
、
卵
や
食
用
、

観
貧
周
な
ど
、
人
間
に
最
も
な
じ
み
深
い
鳥
の

一
つ
な
の
で
は
。
と
こ
ろ
で
、
B
本
人
が

一
年

間
に
食
べ
る
卵
の
震
は
、
例
年
の
デ
l
タ
で
は

イ
ス
ラ
エ
ル
に
次
い
で
世
界
第
一
置
と
の
こ
会

回
年
は
「
酉
年
」。
今
年
は
低
血
庄
に
も
め
げ

ず
、
た
ま
に
は
に
わ
と
り
の
よ
う
に
早
起
き
で

き
れ
ば
。卵
か
け
ご
飯
を
食
べ
て
元
気
に
働
き
、

仕
事
帰
り
は
焼
き
鳥
屋
に
で
も
:
・。
『
吉
一両
給
ト

リ
』だ
け
は
無
理
で
す
ね
。
と
に
か
く
、
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(
に
し
ざ
わ
)

，，， 舘造問

~
上
日

/
H
 

3
坤

と
(館

時
随

a
q
a
a-

後
田

午
よ

~
ら

分
か

n
HU前
哨
M
町

内
4
U
伊
陥
M
砂

時
日

向

u
u
nH
U

A

則

l
午
同

日
/

臼
み

7
込

j
f
lυ 

t
申
日円口問

鰹
/
ン

き
コ

と
ソ室教ンコソ刊、、

，，J
 

子

・
子
ど
も
の
こ
ろ
は

『も
う
い
く
つ
寝
る
と
お

細
川

正
月
」
と
、
と
て
も
心
待
ち
し
て
い
た
正
月
だ

曾凪

が、
H

め
で
た
い
H

年
中
行
事
だ
と
い
う
実
感
が

古田一

年
々
薄
ら
い
で
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
戦
後
策

創

村
人
口
が
減
っ
た
こ
と
と
、
明
治
以
降
西
洋
暦

の
係
用
で
旧
暦
で
行
う
行
事
が
ぐ
っ
と
減
っ
て

き
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
ら
し
い
。

元
自
一は
、命
を
新
た
に
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

五
穀
豊
穣
を
綴
う
と
い
う
意
昧
が
あ
る
。
そ
れ

が
正
月
の
め
で
た
さ
や
厳
潟
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
正
月
ら
し
さ
が
笑
わ
れ

て
き
て
い
る
こ
と
が
い
い
か
、
葱
い
か
は
別
と

し
て
、
明
治
以
前
の
伝
統
文
化
が
も
っ
と
完
霞

さ
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
|

|
ふ
と
、
新

1
』

年
を
迎
え
、
そ
う
怒
っ
た
。

(せ
ま
)

旬

入寮の申し込みは高齢者福祉課へ



-竹内啓、
(9か月・本町)

「最近ではお兄ちゃんの
おもちゃをとったり、馬
乗りにされても平気。 と
っても元気者です」と母
の由美子さん。

、

、気

保健診診砂
保健予防課(内線 1374)

理 ・美容業、飲食業などのかた

・結核健康診断(胸部×線検診〉

上回保健所が次により行います。各市町村・事業所・・

施設などで定期検診を受けた場合も、 3か月以上経過

した人は必ず受診してください。料金は無料です。

1>対象業種 理容業、美容業、飲食業、旅館業、保

育国 ・幼稚閣の職員 (業務に従事する 人は全員刈象)

1>その他 ①検診の結来、異常のない人には通知し

ません。②妊娠したと思われる人は受診しないでくだ

さ ~'o ③当日は厚めの衣類、ボタン、ファスナ一、ブ

ラジャー、 ネックレスなどは脱衣していただきます。

b問い合わせ上回保健所(~⑫ 1 2 6 0 ) 

結核健康診断日程表

月 日 対象業穣 時 問

1/11 (月) 理容業・美容業
9 : 00ー11: 00 
13 : 00 -15 : 00 

1/14 (木) 飲食業・旅館業
9 : 00 -11 : 00 
13: 00 15: 00 

2/ 1 (月) 欽食業 ・旅館業
9 : 00 -11 : 00 
13: 00 -15 : 00 

2/4 (木) 保育園 ・幼稚園
9 : 00 -11 : 00 
13 : 00 -15 : 00 

※場所は上回保健所レントゲン室

・胸部検診車実施分

月 日 | 実施場所

2/3 (水) 1)11商社会福祉センター

|塩田母子健康センター
2/5 (金) I 

時間

|3: 30 -15: 00 

|0: 00ー 11: 30 

13 : 30 -1 5 : 00 

百日せき・ジフテリア・破傷風

・三種混合予防接種

じ〉対象 l期=①平成2年 7月から12月までに生まれ

た幼児②平成 2年 6月以前に生まれ、ラ長棋種の幼児(た

だし 4歳未満) 2期=①昭和64年 1月から平成元年

6月までに生まれ、 1期が済んでいる幼児②昭和63年

12月以前に生まれ、 2期が済んでいない幼児(ただし

5歳 6か月未満)

1>接種内容 l期=3-8週間の間隔で3回接種 2 

期=1 J!fJ終了後、 12-18か月の聞に 1回接種

1>接種時間 午後 1時30分から 2時30分

1>持ち物 母子健康手帳、問診票(赤ちゃん手帳の中

にあります。会場にも用意)。

じ〉その他 駐車場が3~:いため 、 率での来場はなるべく

ご速艇:ください。

三穫混合予防接種目程表

ι2企玄言、 場 名
実施臼

対 象 :t1l! 区
|回 2回3回

南部 (雨天神町・泉平 ・北

天神町 ・4会尾田T.1.I2U亙
112 3 間 ・本町 ・末広町 ・大

保健センター
手町)

月月 月 北部 (上川原柳町 ・下川原
(市役所l輔庁合2階)

仰l町・愛宕町 ・上鍛冶
21 16 11 

町・ 鍛j台前T.上房山 ・

日目 日 下房山 ・柳町 ・新聞 ・

山口 ・上総左足町)

川西社会福祉センター
附 (次)同 )11 函

よ野が丘公民館 神科 ・豊殿

西部 {下紺桜町 ・鎌原・西

l協・新町 ・諏訪部 ・生
112 3 

島正 ・ ~f，'終町 ・ 緑が丘 ・
保健センタ ー 月月 月 新居 ・緑が丘北 ・緑カ・
(市役所南lγ令2締) 22 17 12 丘商 ・械北)

日日 日塩尻 (秋和・上塩尻 ・下猛
働 り'N倹) st.) 

好 田T 3合玄、 箆 城 下

東部 (i'昔入・泉町 ・上?吉田 ・

1 12 3 中常国・下72・回 ・4ヒ常
保健センタ ー 月月 月 泊・材木町T• 常入)

($役所南庁合21;皆) 27 19 16 中央 (椴田T.梅野町・原町 ・

日日 日 袋町T.馬場町 ・岡町 ・

(7JQ 樹 ek) 
丸峨阪[・木町・北大手)

)1) 辺 町 dzbx 、 館 川辺 ・泉田

塩田母子健康センター 2 3 塩 国
/ / / 

神 )11地区公民館 29 24 17 
神 )11 樹 刷 刷

-予 備日
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